
  ＤＬ－ＷＦ２３２ Ｖ２．０        ２０２１年８月３１日 

 

Ｖ２.０は、ＵＤＰとＴＣＰ／ＩＰの選択が可能です。 

 

製品仕様書 
 

１、梱包内容 

 ＤＬ－ＷＦ２３２本体  １台 

 ＡＣアダプタ    １台 （ＤＣ3.3V出力） 

 RS232Cケーブル     １本  （1.8m両端オスメスのストレート） 

 製品仕様書（本書）     １部 

 

２、概要 

  ＤＬ―ＷＦ２３２（以下本機）は、ＲＳ２３２Ｃ機器を無線ＡＰに接続するための 

インターフェイスです。 

  ２台を対で使用することにより、ＲＳ２３２Ｃ機器間の通信も可能です。 

  この場合、簡単な命令で通信パラメータの設定が可能です。 

 

３、特徴 

  ・２．４ＧＨｚのＷＩＦＩチップを使用しています。 

  ・技術基準適合品です。 

  ・ＷＩＦＩ上では、ＴＣＰ／ＩＰまたはＵＤＰによる通信を行っています。 

  ・ＯＳに依存しません 

  ・アンテナを内蔵しています。 

  ・通信距離はおおむね５０ｍ程度です 

 

４、仕様 

 ・物理的仕様 

  環境温度  ０～５０℃ 

  環境湿度  結露なきこと  

  形状    横：３３ｍｍ 高さ：１６ｍｍ 奥行き：５７ｍｍ 

  重量    ２５ｇ 

  電源    付属のＡＣアダプタで供給  

        入力電圧 ＡＣ１００Ｖ～２４０Ｖ 

        出力電流 最大２Ａ／ＤＣ３．３Ｖ 

  消費電力  ０．１Ａ以下／３．３Ｖ （注１） 

   

  注１）本機に使用しているＷＩＦＩチップには、瞬間的に０．３５Ａの電流が 

      流れることがあります。 

 

・インターフェイス 

  ＲＳ２３２Ｃ ＤＳＵＢ９ピン （メス） 

  ＷＩＦＩ   ２．４ＧＨｚ 

 

 ・通信仕様 

  ＲＳ２３２Ｃ・ＷＩＦＩ受信バッファとも１Ｋバイトのメモリをもっています。 

  一方が受信したデータはバッファを通して他方のインターフェイスへ出力され 

  ます。 

  本機は、ＵＤＰ設定時、フロー制御を行っていません。 

 

 

 

 

 

 



            

 

    ＡＣアダプタ                   ＲＳ２３２Ｃ（９Ｐ） 

 

          
 

      ＬＥＤ          外形図 

 

５、使用環境 

  ・無線ＡＰと通信 

 

           RS232C ケーブル 

                               3.3Vアダプタ          

  

              WIFI  

                      

 

 

                             ＬＡＮ 

                

 

 

 

            

                   

 

 

  ・ＲＳ２３２Ｃ機器同士の通信 

  この場合、ＤＬ－ＷＦ２３２を２台使用し、一方をＡＰ、他の一方を 

  ＳＴＡＴＩＯＮに設定します。 

 

           RS232C ケーブル 

                                3.3Vアダプタ          

                 

                     

                 WIFI    

 

 

RS232C ケーブル                                  

3.3Vアダプタ 

 

  

DL－WF232 

DL-WF232 RS232C 機器 

DL-WF232 

無線ＡＰ 

 ＰＣ 

RS232C 

機器 

RS232C 

機器 



 

６、電源投入時の状態遷移 

 

 ６－１）設定された通信パラメータで通信モードに入る場合 

      

 

 

 

            

 

                 赤ＬＥＤが約７秒間フラッシングします 

 

 

                 Ｐ入力で プログラムモードへ   

                 Ａ入力で ＡＴ命令モードへ  

 

 

                  ＷＩＦＩに接続します。 

      ２秒間、赤ＬＥＤが点灯します。  

 

 

                 通常通信モードに入ると緑ＬＥＤが点灯します。 

 

 

 

 ６－２）通信パラメータを変更する場合 

    ・ＰＣと本機を付属のＲＳ２３２Ｃケーブルで接続する 

    ・ＰＣ上でＲＳ２３２Ｃ端末ソフト（ＴＥＲＭＷＩＮ）を立ち上げる。 

     このソフトは、弊社ＨＰよりダウンロード可能です。 

    ・ＴＥＲＭＷＩＮの通信条件を、１１５．２ＫＢＰＳ／パリティなし／８ビット 

     に設定する。プログラムモードでは必ずこの値に設定する必要があります。 

    ・ＤＬ―ＷＦ２３２の電源を入れる。 

     スタンバイモード（赤ＬＥＤがフラッシングしている間）中に、ＰＣから 

     「大文字のＰキー」を入力する。 

     この結果、ＤＬ－ＷＦ２３２はプログラムモードに入りパラメータの変更が 

     可能になり、次頁の表示になります。 

      

     Ｐの代わりにＡを入力するとＡＴ命令モードに入ります。 

     すなわちＰＣからＡＴ命令を入れるとそのままＷＩＦＩチップに出力 

     されます。 

     この命令は用意されていますが、一般的な通信には使用しません。        

    

 

 

 

  

   電源投入 

 スタンバイモード 

 WIFI接続中 

   通信モード 



 

出荷時の設定値を示します。 

 

 
 

 

１）ＭＡＣアドレスは出荷時に設定されており、変更できません。 

 

２）ＡＰｏｒＳＴＡＴＩＯＮ＝Ｓ（ｔａｔｉｏｎ）に設定されています。 

３）ＣHANNEL  IDは、ＷＩＦＩのチャンネルで、１～９の値です。 

４）ＩＰ，ＧＡＴＥＷＡＹ、ＮＥＴＭＡＳＫを設定します。 

  Ｘで自分のＰＯＲＴアドレスを、Ｙで相手のＰＯＲＴアドレスを指定します。 

  ＡＰ側で、Ｘ＝４０５８、Ｙ＝４０５９を指定した場合 

  ＳＴＡＴＩＯＮ側は、Ｘ＝４０５９、Ｙ＝４０５８を指定してください。 

５）ＢＡＵＤ ＲＡＴＥは、接続するＲＳ２３２Ｃ機器の通信条件を指定します。 

 ＢＰＳは、９６００,１９２００，３８４００，１１５２００が有効です。 

 データ長は、７か８です。 

 パリティは、ＰＥ、ＰＯ、ＰＮです。 

 ストップビットは、１か２です。 

６）ＵＤＰｏｒＴＣＰ／ＩＰの通信方式を設定します。 

７）ＴＣＰ ＳＥＲＶＥＲのＥ／Ｄを設定します。 

  通信方式がＴＣＰ／ＩＰであり、ＳＴＡＴＩＯＮを指定した場合、Ｅとなります。 

  ＡＰを指定した場合、Ｄとなります。 

  ＵＤＰを指定した場合、この値は無視されます。 

  



  

８）ＤＨＣＰのＥ／Ｄを指定します。 

 ９）ＫＥＥＰ ＣＯＮＮＥＣＴ＝Ｅとします。 

   定期的に接続パケットを送受信し、ＷＩＦＩを接続状態に保ちます。 

 

１０）Ｗ命令でこの画面に設定された値が内部のＥＥＲＯＭに書きこまれます。 

   次回電源が投入された時、この値で動作します。 

 

１１）ＥＳＣ（ＰＣのキーの左上）で、ＥＥＲＯＭの内容をＷＩＦＩ ＣＨＩＰに 

   書き込みます。 

ＰＲＯＧＲＡＭモードを終了するとき必要です。 

    ＳＴＡＴＩＯＮに設定された場合 

      ＳＴＡＴＩＯＮ ＭＯＤＥ ｉｓ ｓｅｔ ！ 

      ＰＯＷＥＲ ＯＦＦ ｆｏｒ ＲＥＳＴＡＲＴ 

    ＡＰ設定された場合 

      ＡＰ ＭＯＤＥ ｉｓ ｓｅｔ ！ 

      ＰＯＷＥＲ ＯＦＦ ｆｏｒ ＲＥＳＴＡＲＴ 

    が表示されます。 

  ひとまず、電源を切ってください。 

 

１２）ＺＡ命令とＺＳ命令は対で使用されます。 

機器はお互いに相手機器と通信するようにデフォルト値が設定されます。 

ＰＴＯＴＯＣＯＬ＝Ｔ （ＴＣＰ）となります。 

 

ＺＡ命令は、本機＝ＡＰとし、デフォルト値をＥＥＲＯＭに書き込みます。 

 この時、ＴＣＰ ＳＥＲＶＥＲ＝Ｄとなります 

  ＺＳ命令は、本機＝ＳＴＡＴＩＯＮとし、デフォルト値をＥＥＲＯＭに書き込みます。 

 この時、ＴＣＰ ＳＥＲＶＥＲ＝Ｅとなります 

 

  通信方式は、ＴＣＰ／ＩＰが選択されます。 

出荷時は、ＳＴＡＴＩＯＮに設定されています。 

 

１３）電源を投入して通信モードに入る手順 

  ＲＳ２３２Ｃ機器同士をつなぐ（ペアで使用する）場合、 

・ＡＰ側のＤＬＷＦ２３２の電源を先に入れると 

約１０秒後にＡＰとしての動作を開始します。 

   すなわち、指定したチャンネルでビーコンを発信します。 

   この間、赤ＬＥＤがゆっくりフラッシングします。 

ＳＴＡＴＩＯＮからの電波を検出すると、ＡＰ側の緑ＬＥＤが点灯してコネクションが 

確立します。 

  ・ＳＴＡＴＩＯＮ側の電源を先に入れると 

  ＳＴＡＴＩＯＮとして動作を開始します。 

   すなわち、赤ＬＥＤがゆっくりフラッシングし、無線ＡＰ（あるいはＡＰに設定された 

ＤＬＷＦ２３２）が送信するビーコンを受信すると、コネクションをはります。 

   成功すると緑ＬＥＤが点灯し、双方向の通信が可能になります。 

 

 

 

  



 

ＺＡ命令でＡＰを指定した時のパラメータ値 

 

 
 

説明１ ＡＰが設定される。 

説明２ ＺＳ命令で指定した機器と対で動作可能な値に設定される。 

説明３ ＡＰに設定されているので、ＴＣＰ ＳＥＲＶＥＲ（Ｅ／Ｄ）＝Ｄになる。 

  



保証規定 
 

 

１  当社製品は、当社規定の社内評価を経て出荷されておりますが、保証期間内に万一故障した場合、 

無償にて修理させていただきます。お買い求めいただいた製品は、受領後直ちに梱包を開け、検収をお願い致

します。 

この製品の保証期間は、当社発送日より１カ年です。保証期間は､製品貼付のシリアルナンバーで管理して 

います。 

保証書はございません。 

 

なお、本製品のハードウエア部分の修理に限らせていただきます。 

本製品の故障、またはその使用によって生じた直接、間接の障害について、当社はその責任を負わないもの 

します。 

 

次のような場合には、保証期間内でも有償修理になります。 

（１）お買い上げ後の輸送、移動時の落下、衝撃等で生じた故障および損傷。 

（２）ご使用上の誤り、あるいは改造、修理による故障および損傷。 

（３）火災、地震、落雷等の災害、あるいは異常電圧などの外部要因に起因する故障および損傷。 

（４）当社製品に接続する当社以外の機器に起因する故障および損傷。 

 

２   次のような場合、有償でも修理出来ない時があります。ＰＣＢ基板全損、ＩＣ全損等、故障状態により 

修理価格が新品価格を上回る場合。 

 

３   製品故障の場合、出張修理は致しておりません。当社あるいは販売店への持ち込み修理なります。 

上記保証内容は、日本国内においてのみ有効です。 

 

 

４  ユ－ザサポ－トのご案内 
 

 

ユーザサポートのご案内 
 

DＬ－ＷＦ２３２に関するご質問、ご相談は、ユーザサポート課までお問い合わせ下さい。 
 

データリンク株式会社 ユーザサポート課 
 

TEL04-2924-3841㈹  FAX04-2924-3791 E-mail：support@data-link.co.jp 
 

受付時間 月曜～金曜(祝祭日は除く) 
 

AM9:00～PM12:00 PM1:00～PM5:00  
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